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医
師
の
職
業
上
の
権
利
も

患
者
の
受
療
権
も
脅
か
す

や
法
律
の
専
門
家
で
も
あ
る
。

政
府
や
自
治
体
が
法
律
に
則
り
施
行
す
る
こ

と
を
行
政
と
い
う
。
今
回
の
裁
判
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
（
マ
イ
ナ
保
険

証
）
へ
の
急
な
変
更
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
装
置
を
保
険
医
療
機
関
に
設
置
す
る
こ

と
を
義
務
化
し
た
こ
と
へ
の
裁
判
で
あ
る
。

先
生
は
、
本
来
、
法
律
（
健
康
保
険
法
）
で

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
み
で
の
被
保
険
者
資
格
確

認
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
厚
生
労
働
省
省
令
（
療
養
担
当
規
則
）
で

そ
の
方
法
の
義
務
化
を
課
し
、
か
つ
対
応
で
き

な
い
場
合
に
は
保
険
医
療
機
関
指
定
を
取
り
消

す
場
合
も
想
定
し
た
こ
と
は
、
行
政
上
、
法
律

に
基
づ
か
な
い
施
行
で
あ
り
、
違
憲
で
あ
る
と

訴
え
た
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が
医
療
に
お
け
る

医
師
の
職
業
上
の
権
利
を
制
限
し
て
い
る
と
主

張
し
た
も
の
で
あ
る
。
行
政
上
の
不
備
が
認
定

さ
れ
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
は

違
憲
と
な
る
。
非
常
に
卓
越
し
た
裁
判
手
法
で

あ
ろ
う
。
法
律
に
詳
し
い
先
生
な
ら
で
は
の
発

想
で
あ
り
、
内
容
を
聞
い
て
な
る
ほ
ど
と
感
心

し
た
。

一
方
で
、
世
間
の
耳
目
は
マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
無
理
強
い
と
、
保
険
医
療
機
関
が
こ
の
拙
速

な
医
療
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
に
注
目

が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
裏
に
は
医
療
情
報

を
新
た
な
経
済
発
展
に
利
用
し
た
い
国
と
企
業

芦西
屋宮

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
感
想
文
）

西
宮･

芦
屋
支
部
は
８
月
23
日
（
土
）
、
協
会

会
議
室
に
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
「
１

４
１
５
名
の
医
師･

歯
科
医
師
に
よ
る
オ
ン
資
義

務
化
の
違
法
性
『
確
認
訴
訟
』
と
は
」
を
開
催
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等
請
求

訴
訟
の
事
務
局
長
で
、
東
京
保
険
医
協
会
理
事
の

佐
藤
一
樹
先
生
が
「
オ
ン
資
」
訴
訟
の
経
過
と
今

後
に
つ
い
て
話
し
た
。
会
員
ら
42
人
が
参
加
し
た
。

司
会
を
務
め
た
西
宮
市
・
半
田
医
院
の
半
田
伸

夫
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

本
研
究
会
は
異
例
の
暑
さ
の
続
く
残
暑
の
土
曜

日
に
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
東
京
保
険
医
協
会
理

事
で
、
い
つ
き
会
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
佐

藤
一
樹
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
自
身
が
医
療
事
故

訴
訟
の
冤
罪
で
起
訴
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
様
々
な

医
療
訴
訟
を
医
師
側
か
ら
応
援
さ
れ
て
い
て
、
今

１
４
１
５
名
の
医
師･

歯
科
医
師
に
よ
る
オ
ン
資
義
務
化
の
違
法
性
「
確
認
訴
訟
」
と
は
（
感
想
文
）会員ら42人が参加し、これからの運動などに

ついて議論を深めた

「オン資訴訟」事務局長の
佐藤一樹先生が訴訟の論点を解説

の
思
惑
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
に

対
し
て
先
生
は
医
療
情
報
漏
洩
に
関
し
て
大
き

な
危
惧
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
し
た
。
さ
ら

に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
率
の
低
さ
か
ら
、
患

者
の
受
療
権
が
奪
わ
れ
る
と
し
て
、
当
面
、
資

格
確
認
書
を
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
配
布
す
る

こ
と
が
現
実
的
だ
と
も
説
明
し
た
。

あ
り
が
と
う
佐
藤
先
生
。
先
生
の
活
動
に
よ

り
医
療
者
が
真
摯
に
医
療
に
取
り
組
め
る
環
境

を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

【
西
宮
市･

半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

兵庫県保険医協会 評議員・予備評議員（医科）
選挙の公示
兵庫県保険医協会 理事長 西山 裕康

協会規約第31条の２及び協会役員等選出規定の第３条の２により、

評議員・予備評議員（医科）選挙の公示を行います。

【評議員の職務】兵庫県保険医協会規約第32条
1.評議員は、本会の方針に沿い、各支部又は歯科部会の活動の中

心となる。
2.評議員は各支部又は歯科部会を代表し、所属する会員の意見を

集約し評議員会に反映する。
3.予備評議員は、評議員を補佐するとともに、評議員会に評議員

欠席の際には評議員として出席する。

【任期】２年

【改選日】10月18日(土) 午後２時～ 西宮・芦屋支部第45回総会

（会場；西宮市プレラホール会議室）

【立候補日時締切】 10月11日(土) 正午

【立候補届出の方法】

立候補希望者は、協会事務局までお申し出ください。「立候補届」

の用紙をお届けしますので、必要事項をご記入の上、事務局へ持参

または郵送・ＦＡＸでお送りください。なお、歯科について歯科部

会で選出します。

兵庫県保険医協会 西宮・芦屋支部役員選挙の公示
兵庫県保険医協会 西宮・芦屋支部 支部長 法貴 憲

協会規約第75条および協会役員等選出規定の第３条の３により、

西宮・芦屋支部役員選挙の公示を行います。

【役職と定数】支部長・1名、副支部長・若干名、世話人・若干名

【任期】２年

【改選日】10月18日(土) 午後２時～ 西宮・芦屋支部第45回総会

（会場；西宮市プレラホール会議室）

【立候補日時締切】10月11日(土) 正午

【立候補届出の方法】

立候補希望者は、協会事務局までお申し出ください。「立候補届」

の用紙をお届けしますので、必要事項をご記入の上、事務局へ持参

または郵送・ＦＡＸでお送りください。

※評議員・予備評議員（医科）、支部役員の立候補に関するお問い

合わせは、協会事務局 TEL.078-393-1840（伊地知・山田）まで
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
９
月
19
日
（
金
）
に
西
宮

フ
レ
ン
テ
会
議
室
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が

参
加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
医
薬
品
供
給
不
足
問
題
に
つ
い
て

・
保
険
証
廃
止･

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
市
民
講
演
会
（
丸
山
美
和
氏
）
（
９
・
20
）

②
支
部
総
会
・
記
念
講
演
（
10
・
18
）

③
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
10
・
30
）

④
被
災
地
交
流

物
品
／
物
産
展
（
11
・
８
）

⑤
市
民
講
演
会
（
日
本
ク
ル
ド
文
化
協
会

ワ
ッ
ク
ス
・
チ
ョ
ー
ラ
ク
氏
）
（
12
・
６
）

⑥
支
部
忘
年
会
（
12
・
26
）

⑦
「
日
本
の
青
空
」
映
画
上
映
会

【
Ⅲ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
26
）

②
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
11
・
23
）

【
Ⅳ
．
報
告
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

（
８
・
23
）

②
英
語
で
診
療

M
ed

i
ca
l

En
g
li

s
h

（
９
・
12
）

【
Ⅴ
．
そ
の
他
】

①
「
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
」
供
給
不
足
問
題

厚
労
省
要
請
（
９
・
24
）

②
能
登
半
島
訪
問
・
ロ
ビ
ン
ロ
イ
ド
さ
ん

コ
ン
サ
ー
ト
（
８
・
10
）

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
10
月
24
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
支
部

に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

協
会
と
西
宮･
芦
屋
支
部
は
、
今
年
の
１
月

18
日
（
土
）
に
「
阪
神･

淡
路
大
震
災‐

東
日

本
大
震
災･

原
発
事
故‐
熊
本
地
震‐

能
登
半

島
地
震

～
阪
神･

淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
30
年
を
見
据
え
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
「
阪
神･
淡
路
大
震
災

30
年
の
集
い
」
で
の
講
演
、
報
告
を
ま
と
め

た
書
籍
を
発
行
し
ま
し
た
。
神
戸
大
学
名
誉

教
授
の
石
橋
克
彦
先
生
の
メ
イ
ン
講
演

「
『
大
地
動
乱
の
時
代
』
と
『
原
発
震
災
』
」

を
は
じ
め
、
支
部
世
話
人
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア
ス
ベ
ス
ト
代
表
の
上
田
進

久
先
生
の
「
阪
神･

淡
路
大
震
災
と
ア
ス
ベ
ス

ト
」
、
七
尾
市
・
ね
が
み
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
根
上
昌
子
先
生
の
「
能
登
半
島
地
震
か
ら

１
年
、
そ
し
て
風
水
害
」
の
２
つ
の
報
告
、

当
日
会
場
で
展
示
さ
れ
た
合
わ
せ
て
12
の
パ

ネ
ル
の
内
容
を
整
理
・
加
筆
し
収
載
し
て
い

ま
す
。

西
宮･

芦
屋
支
部
は
「
私
に
で
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
～
水
く
み
で
も…

阪
神･

淡
路

大
震
災
西
宮
看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
記
録
」

（
１
９
９
６
年
６
月
）
の
発
行
以
降
、
２
０

１
０
年
よ
り
５
年
ご
と
に
「
震
災
の
集
い
」

を
開
催
し
、
そ
の
内
容
を
書
籍
に
ま
と
め
て

き
ま
し
た
。
阪
神･
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

を
迎
え
る
今
回
は
、
災
害
医
療
の
現
場
か
ら

生
ま
れ
た
知
恵
と
教
訓
を
広
く
共
有
し
、
地

域
や
職
域
で
の
防
災
・
減
災
へ
の
実
践
的
な

足
掛
か
り
と
す
る
も
の
と
し
て
本
書
を
出
版

い
た
し
ま
し
た
。

支
部
の
先
生
方
に
は
既
に
一
冊
お
送
り
し

て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、
ご

意
見
・
ご
感
想
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
当
書
は
自
費
出
版
と
し
て
刊
行
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
募
金
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

追
加
の
ご
注
文
、
募
金
や
お
問
い
合
わ
せ

は
協
会
事
務
局
（
０
７
８
・
３
９
３
・
１
８

４
０
）
ま
で
。

次
の
30
年
に
向
け
た
提
起
を
ぜ
ひ
多
く
の
人
に

「
震
災
30
年
の
集
い
」
書
籍
刊
行

（
下
）
集
い
で
は
会
員
・

市
民
ら
２
８
２
人
が
参
加

し
大
成
功
を
収
め
た

（
左
）
メ
イ
ン
講
演
を
務

め
た
石
橋
克
彦
先
生

阪神･淡路大震災30年
南海トラフ巨大震災に備える


